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その言葉は真実？
人はたくさん話をします。その中には真実もありますしウソもあります。「あなたは、

〇〇と言ったでしょう。」と矛盾を突かれることも多いと思います。なぜ、このようなこ

とが起こるのか。心理学で学んだことを書いてみます。

まず、人の脳は自分の都合の良いように解釈するのだそうです。それも時間によって

変わる人もいる。そのため、かつてと今で言うことが変わるのです（コロコロ言うこと

が変わる人は信用されませんが･･･）。また、話し手と聞き手もそれぞれにおいて、自分

の都合の良いように話し、聞きます。そのため、同じ話題を話しているのに解釈が異な

るのです。言葉はとても便利な道具ですが、間違いを起こしやすい道具でもあります。

ウソを話す人もいます。しかし、その話し手にとってはそれが希望や欲望の時があり

ます。“このようになりたいな”“このよ

うだったらいいな”と思うことを現実の

ように話すのです。これは小さな子ども

によく見られますが、大人にもあります。

自分を過去を誇張したり、ない過去を表

現することあります。もし、そのような

自分に気付いたら、自分に聞いてくださ

い。「どうして、そのような作り話が必要

なの？」と。もしかすると、寂しいのか

もしれません。そのような時は寂しい自

分を分析してみてください。

《祝！エコノミクス甲子園県大会１～４位独占！》

全国銀行協会主催（県大会は筑波銀行主催）のエコノミクス甲子園茨城県大会

が開催され、本校から出場した生徒が１位～４位を独占しました。

おめでとうございます。




